
別図①：会場全体図
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別図②：メイン会場全体図

出典：Google Earth
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別図③：中高層・倒壊座屈建物訓練施設

中高層ビルⅠ
中高層ビルⅡ

建物Ⅲ

建物Ⅳ
建物Ⅰ

中高層ビルⅠ
・１ＦにＬ字擁壁を設置（地面養生）
・２Ｆ窓に倒壊ビルを模したシートを貼付
・２Ｆ観客席に障害物・訓練人形設置

中高層ビルⅡ
・１Ｆガレージ内にコンクリートスラブを設置
（地面養生）

・２Ｆ窓にシートを貼付
・３Ｆ観客席に骨組、べニア板を造作
べニア板には倒壊ビル模様を施す

・３Ｆ観客席に障害物・訓練人形設置
建物Ⅰ
・地面養生
・内部に障害物・訓練人形設置
・外部に障害物・車両設置
・屋根材を破壊して進入

建物Ⅲ
・地面養生
・部屋を区切ること
・内部に障害物・訓練人形
・１階窓部分、屋根材を破壊して進入

建物Ⅱ
・地面養生
・２Ｆ床板べニア
・１Ｆ障害物・訓練人形、２Ｆ障害物設置
・２階窓部分を破壊して進入

建物Ⅳ
・地面養生
・内部に障害物・訓練人形
・ショアリング補強



別図④：多重事故救出訓練施設

・大型観光バスが横転
・乗用車が数台が巻き込まれる
・地面養生
・車内に訓練人形配置



別図⑤：サブ会場全体図

出典：Google Earth

道路啓開施設（エリア２）

道路啓開施設（エリア１）

進入ルート

土砂災害救出訓練施設

見学エリア
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別図⑥：道路啓開訓練施設（エリア１）

不整地

U字溝

ブロック高さに土盛りし傾斜にする
※土砂エリアやコース内の土を使用する

想定イメージ写真

進入ルート

道路啓開訓練施設
（エリア２）へ

コンクリート片、石など
※道路の段差を超える際に使用することを想定



別図⑦：道路啓開訓練施設（エリア２）

障害レーン２本
（幅４ｍ、長さ６０ｍ、レーン間４．６ｍ）

障害物
・土砂
（土砂災害救出訓練施設エリアから搬送可）
→高さ２ｍ、レーンごとに３、４箇所
転圧は不要

・電柱 ６本程度
・原木 ８本程度
・車両 ２台程度

見学者通行スペース



別図⑧：土砂災害救出訓練施設

不整地悪路

不整地悪路

冠水池
（２０ｍ×2５ｍ深さ最大0.8ｍ）

車両約1３台
（うち９台程度埋没）
（うち１台冠水地に設置）
家屋5棟（1.5階×１、1階×４棟）
電柱4本
岩石2トン×5個程度
間伐材 数本


